
健康をずっと、安心をもっと

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

Ｗ
Ｅ

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ

Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ

�
日

守
山
区
の
誕
生
日
を
祝
い

守
山
文
化
小
劇
場
で
入
場
無
料

高
齢
者
は
つ
ら
つ
長
寿
推
進
事
業

区
内
８
カ
所

参
加
者
募
集
中

                     

　
応
募
い
た
だ
い
た
際
の
個

人
情
報
は
、
各
コ
ー
ナ
ー
掲

載
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
送
付
の
目

的
以
外
に
は
使
用
い
た
し
ま

せ
ん
。
ま
た
、
プ
レ
ゼ
ン
ト

は
中
日
新
聞
販
売
店
が
お
届

け
し
ま
す
。

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
だ
け
で
も
一
度
ぜ

ひ
」
と
同
社
（
写
真
は
施
工
例
）

Ｔ
Ｋ
ハ
ウ
ス
　
　
　
　

　
名
東
区
山
の
手
一
ノ

九
〇
一
　
　
　
　
　
　

　
健
康
を
ず
っ
と
、
安
心
を

も
っ
と
―
。
注
文
住
宅
の
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
か
ら
建
築
ま
で

を
は
じ
め
、
住
ま
い
の
リ
フ

ォ
ー
ム
や
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
行
っ
て
い
る
会
社
。

　
同
社
の
家
づ
く
り
で
は
、

（
自
然
素
材
を
使
用
し
た
健

康
住
宅
な
ど
）
家
が
も
た
ら

す
安
心
と
、
（
保
証
や
ア
フ

タ
ー
サ
ー
ビ
ス
な
ど
）
企
業

努
力
で
提
供
で
き
る
安
心
の

二
つ
を
重
視
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
子
ど
も
の
健
や
か

な
成
長
は
も
ち
ろ
ん
、
家
事

動
線
を
考
え
た
間
取
り
や
、

ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
と
い
っ
た
遊

び
心
を
盛
り
込
む
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
新
し
い
家
づ
く
り

も
提
案
し
て
い
る
。

　
同
社
の
お
す
す
め
は
、
百

種
類
以
上
あ
る
素
材
の
中
か

ら
自
由
に
選
ん
で
、
好
き
な

だ
け
使
用
で
き
る
『
自
然
素

材
の
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル

注
文
住
宅
』
プ
ラ
ン
。
予
算

が
大
き
く
変
わ
る
心
配
も
な

く
、
好
評
な
の
だ
と
か
。

　
「
健
康
で
安
心
し
て
長
く

過
ご
せ
る
住
宅
を
、
多
く
の

お
客
さ
ま
の
手
が

届
く
範
囲
で
提
供

し
て
い
き
た
い
」

と
社
長
の
小
森
達

也
さ
ん
�
�
。

　
毎
週
水
曜
定

休
。
営
業
時
間
は

午
前
九
時
―
午
後

六
時
。
無
料
相
談

を
随
時
受
け
付
け

て
い
る
。
☎
０
５

２
（
７
９
９
）
９

８
０
１
。

　
本
コ
ー
ナ
ー
（
応
募

時
で
二
歳
未
満
の
お
子

さ
ん
対
象
）
で
は
、
受

け
付
け
順
に
全
て
の
方

を
紹
介
し
、
記
念
品
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　
応
募
は
郵
送
、
ま
た

は
メ
ー
ル
で
。
本
人
一

人
で
写
っ
て
い
る
写
真

（
返
却
は
い
た
し
ま
せ

ん
）
の
ほ
か
①
住
所
②

氏
名
・
ふ
り
が
な
③
性

別
④
生
年
月
日
⑤
保
護

者
名
⑥
メ
ッ
セ
ー
ジ
⑦

電
話
番
号
⑧
お
近
く
の

中
日
新
聞
販
売
店
名
を

書
き
添
え
て
、
〒
４
６

３
―
０
０
０
７
、
松
坂

町
三
五
二
、
守
山
ホ
ー

ム
ニ
ュ
ー
ス
「
元
気
く

ん
・
ち
ゃ
ん
」
係
へ
お

送
り
く
だ
さ
い
。

　
メ
ー
ル
は
、
件
名
に

「元
気
く
ん
・ち
ゃ
ん
」、

本
文
に
①
か
ら
⑧
、
写

真
デ
ー
タ
を
添
付
し
て

＝
ｍ―
ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
ｎ
ｅ
ｗ
ｓ
＠

ｄ
ｕ―
ｎ
ｅｔ．
ｎ
ｅ．ｊ
ｐ

（
携

帯
の
絵
文
字
は
使
用
不

可
で
す
）
＝
へ
。
画
質

に
よ
っ
て
は
掲
載
で
き

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

　
小
池
　
壯
美
く
ん

（
こ
い
け
・
た
け
は

る
）
Ｈ
�
・
４
・
９

生
ま
れ
＝
城
南
町
＝

　
▽
も
り
も
り
食
べ

て
、
大
き
く
な
ー
れ

�
い
っ
ぱ
い
遊
ぼ
う

ね
�

歌声を披露する「もりっこ彩合唱団」

介護予防の催しを楽しむ参加者ら（以前）

　
【
お
わ
び
と
訂
正
】

　
一
月
二
十
六
日
付
「
小
幡
小

学
校
・
出
前
授
業
」
の
記
事
で

「
四
年
生
」
と
表
記
し
ま
し
た

が
、
正
し
く
は
「
五
年
生
」
で

し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
い
た

し
ま
す
。

　
緑
樹
歌
会

　
　
　
　
　
　
岡
　
美
沙
子
選

鉢
植
え
の
福
寿
草
　
黄
の
一
輪

が
正
月
の
部
屋
に
輝
い
て
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
深
水
　
十
馬

福
寿
草
つ
ぼ
み
に
毒
を
も
つ
な

り

り

れ
ど
寒
さ
に
凛
々
と
黄
の
花
ひ

ら
く
　

高
橋
　
正
幸

福
寿
草
な
ら
ぬ
清
酒
に
「
福

寿
」
あ
り
ノ
ー
ベ
ル
受
賞
の
宴

に
沸
け
り
　

山
口
　
広
子

園
児
等
が
黄
色
の
帽
を
被
る
が

に
凍
土
を
割
り
て
福
寿
草
咲
く

　

松
原
　
弘
子

咲
き
初
め
し
福
寿
草
の
黄
を
嬉

し
み
て
母
は
撫
で
ゐ
き
逝
く
前

の
春
　

菊
池
　
隆
子

か
え

野
に
摘
み
し
思
い
出
甦
る
福
寿

草
の
切
手
貼
り
た
る
古
い
手
紙

に
　

中
村
不
早
子

わ
が
庭
に
性
合
は
ざ
る
や
武
蔵

野
の
福
寿
草
た
ち
つ
ひ
ぞ
根
付

か
ず
　

柴
崎
　
郁
子

と
こ

早
春
の
落
葉
の
床
を
盛
り
上
げ

て
金
盃
の
ご
と
し
福
寿
草
の
花

　

岩
田
佐
智
子

福
寿
草
ほ
つ
ほ
つ
と
黄
に
咲
き

出
で
て
は
つ
か
明
る
し
梅
の
木

下
に
　

加
藤
　
繁
子

正
月
の
寄
せ
植
え
主
役
は
葉
牡

丹
へ
福
寿
草
も
う
出
る
幕
は
な

し
　

森
　
　
勝
子

寄
せ
植
ゑ
の
根
元
固
め
る
福
寿

草
　
改
元
く
れ
ど
健
や
か
に
あ

れ
　

加
藤
　
静
子

ゆ

き

げ

福
寿
草
　
雪
解
水
は
し
る
山
裾

に
地
表
一
寸
の
黄
明
り
点
す
　

岡
　
美
沙
子

　
当
選
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
―
。
本
紙
が
一
月
五

日
号
で
行
っ
た
「
お
年
玉
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
は
、
は
が
き

と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
受
け
付
け
へ
三
百
三
十
人
を

超
え
る
方
々
か
ら
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
厳
正
な
抽
選
の
結
果
、
「
ニ
ン
テ
ン
ド
ー
ス
イ
ッ

チ
」
は
青
井
亜
希
さ
ん
＝
村
前
町
＝
、
「
ハ
ン
デ
ィ
ス

チ
ー
マ
ー
」
は
恒
川
操
さ
ん
＝
小
幡
中
二
＝
、
ま
た

「
セ
ラ
ミ
ッ
ク
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
」
は
浅
見
武
子
さ
ん

＝
天
子
田
一
＝
ほ
か
一
人
、
「
角
型
グ
リ
ル
パ
ン
」
は

加
藤
房
子
さ
ん
＝
喜
多
山
南
＝
ほ
か
二
人
、
「
ト
イ
レ

ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
」
は
三
宅
智
美
さ
ん
＝
瀬
古
東
三
＝
ほ

か
七
人
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
が
当
選
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
ニ
ン
テ
ン
ド
ー
ス
イ
ッ
チ
が
当
た
っ
た
青
井
さ
ん
は

「
ま
さ
か
の
当
選
で
び
っ
く
り
し
て
い
ま
す
。
家
族
全

員
で
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
笑
顔
。
各
賞
品

は
、
担
当
の
中
日
新
聞
販
売
店
が
順
番
に
お
届
け
し
て

い
ま
す
。

　
守
山
区
の
誕
生
日
を
祝
う
催

し
「
Ｗ
Ｅ
　
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
　
Ｍ
Ｏ

Ｒ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
」
が
十
七
日

（
日
）
午
前
十
時
―
正
午
、
守

山
文
化
小
劇
場
＝
小
幡
南
一
＝

で
開
か
れ
る
。
入
場
無
料
、
事

前
申
し
込
み
不
要
。

　
守
山
市
と
名
古
屋
市
が
合
併

し
、
守
山
区
が
誕
生
し
た
の
は

一
九
六
三
（
昭
和
三
十
八
）
年

二
月
十
五
日
。
一
九
八
九
（
平

成
元
）
年
に
こ
の
日
を
「
区
の

日
」
と
定
め
、
区
民
ら
「
区
民

ま
つ
り
実
行
委
員
会
」
が
記
念

行
事
を
毎
年
催

し
て
い
る
。

　
こ
と
し
は

「
セ
ン
ト
ラ
ル

愛
知
交
響
楽

団
」
と
、
地
元

小
中
学
生
が
集
ま
っ
て
昨
年
四

い
ろ
ど
り

月
に
結
成
し
た
「
も
り
っ
こ
彩

合
唱
団
」
が
出
演
。
そ
れ
ぞ
れ

で
演
奏
す
る
ほ
か
、
合
同
演
奏

も
繰
り
広
げ
る
。

　
ま
た
、
歴
史
の
里
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・
し
だ
み
こ

は

に

わ

う
じ
た
け
る

ち
ゃ
ん
と
埴
輪
氏
武
が
登
場
す

る
ク
イ
ズ
ス
テ
ー
ジ
、

区
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ

「
Ｗ
ｅ
　
Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ
　

Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ

�
」
の
振
り
付
け
披
露

も
行
わ
れ
る
。

　
開
場
は
午
前
九
時

半
、
定
員
四
百
人
。

「
定
員
に
達
し
た
場
合

は
、
入
場
を
お
断
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
」

と
主
催
者
。
問
い
合
わ

せ
は
区
民
ま
つ
り
実
行

委
員
会
事
務
局
（
区
役

所
地
域
力
推
進
室
内
）

＝
☎
０
５
２
（
７
９

６
）
４
５
２
１
＝
へ
。

　
六
十
五
歳
以
上
対
象
、
介
護

予
防
が
目
的
の
「
高
齢
者
は
つ

ら
つ
長
寿
推
進
事
業
」
を
行
う

守
山
区
社
会
福
祉
協
議
会
＝
小

幡
南
一
＝
は
、
上
半
期
（
こ
と

し
四
―
九
月
、
六
カ
月
間
）
の

参
加
者
を
募
集
し
て
い

る
。

　
健
康
体
操
や
手
芸
、

創
作
な
ど
の
活
動
と
新

た
な
仲
間
づ
く
り
を
通

し
て
楽
し
み
、
元
気
で

生
き
生
き
と
過
ご
せ
る

よ
う
支
援
す
る
も
の
。

同
協
議
会
が
市
か
ら
受

託
し
、
区
内
の
八
カ
所

で
催
し
て
い
る
。

　
毎
週
月
・
水
・
木
・

金
（
祝
日
は
休
み
）
の

午
前
九
時
四
十
五
分
―

同
十
一
時
四
十
五
分
、
ま
た
は

午
後
一
時
四
十
五
分
―
同
三
時

四
十
五
分
（
会
場
ご
と
に
異
な

る
）
。
い
ず
れ
か
週
一
回
の
参

加
と
な
っ
て
い
る
。

　
会
場
は
①
川
嶋
神
社
会
館
②

廿
軒
家
会
館
③
森
孝
西
コ
ミ
セ

ン
④
小
幡
北
コ
ミ
セ
ン
⑤
志
段

味
東
コ
ミ
セ
ン
⑥
同
協
議
会
⑦

瀬
古
マ
ザ
ー
園
平
成
会
館
⑧
大

森
北
コ
ミ
セ
ン
。

　
参
加
無
料
（
材
料
費
な
ど
の

実
費
負
担
あ
り
）
、
申
し
込
み

は
二
十
八
日
（
木
）
ま
で
。
各

会
場
と
も
定
員
二
十
人
程
度
、

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は
守

山
区
社
会
福
祉
協
議
会
＝
☎
０

５
２
（
７
５
８
）
２
０
１
１
＝

へ
。

　
◇
温
室
お
え
か
き
大
会

　
３
月
３
日
（
日
）
ま
で
、
前

９
―
後
４
・
�
、
東
谷
山
フ
ル

ー
ツ
パ
ー
ク
☎
０
５
２
（
７
３

６
）
３
３
４
４
。
同
園
「
世
界

の
熱
帯
果
樹
温
室
」
内
の
果
物

や
花
な
ど
を
描
く
大
会
。
全
作

品
を
後
日
展
示
す
る
ほ
か
、
入

賞
者
に
は
表
彰
と
賞
品
あ
り
。

三
歳
―
小
学
生
対
象
。
無
料

　
◇
守
山
区
魅
力
写
真
展

　
�
日
（
火
）
―
�
日
（
水
）

前
９
―
後
９
（
最
終
日
は
後
４

ま
で
）
、
ア
ク
ロ
ス
小
幡
三
階

共
用
ホ
ー
ル
。
※
問
い
合
わ
せ

は
区
役
所
地
域
力
推
進
室
☎
０

５
２
（
７
９
６
）
４
５
２
４

へ
。
区
魅
力
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

・
本
年
度
の
テ
ー
マ
「
守
山
区

を
彩
る
『
あ
お
』
」
へ
の
応
募

作
品
を
展
示
。
無
料

　
◇
す
こ
や
か
健
康
教
室
「
お

風
呂
や
さ
ん
で
　
お
元
気
か
～

い
」

　
�
日
（
金
）
後
�
・
�
―
１

・
�
、
ぽ
か
ぽ
か
温
泉
新
守
山

乃
湯
＝
鳥
羽
見
二
ノ
一
〇
ノ
一

〇
。
※
問
い
合
わ
せ
は
名
古
屋

浴
場
商
業
協
同
組
合
☎
０
５
２

（
３
２
２
）
５
７
３
５
へ
。
在

宅
保
健
師
会
「
あ
い
ち
」
の
保

健
師
が
〝
の
ば
そ
う
健
康
寿

命
〟
を
テ
ー
マ
に
話
と
簡
単
な

体
操
指
導
を
。
市
内
在
住
、
六

十
五
歳
以
上
の
人
対
象
。
無
料

　
◇
ナ
イ
タ
ー
児
童
館
☆
フ
レ

ン
ド
リ
ー
タ
イ
ム
☆

　
�
日
・
�
日
（
金
）
中
学
生

＝
後
５
―
７
、
高
校
生
＝
後
５

―
８
、
守
山
児
童
館
☎
０
５
２

（
７
９
６
）
１
５
０
１
。
友
達

と
の
お
し
ゃ
べ
り
、
卓
球
や
学

校
の
宿
題
な
ど
好
き
な
こ
と
を

し
て
過
ご
せ
る
〝
居
場
所
〟
。

※
�
日
（
金
）
後
５
・
�
―
６

・
�
は
「
Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｄ
ｌ
ｙ

　
Ｃ
ａ
ｆ
é
」
も
開
催
。
中
学

生
・
高
校
生
対
象
。
無
料

　
◇
し
だ
み
と
し
ょ
か
ん
ｄ
ｅ

志
段
味
カ
ル
タ
大
会

　
�
日
（
土
）
前
�
・
�
―
�

・
�
、
志
段
味
図
書
館
☎
０
５

２
（
７
３
６
）
６
９
０
７
。
志

段
味
中
が
作
成
し
た
「
志
段
味

カ
ル
タ
」
を
使
う
か
る
た
大

会
。
小
学
生
対
象
。
無
料

　
◇
道
草
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　
�
日
（
水
）
前
�
―
正
午
、

森
林
公
園
＝
尾
張
旭
市
新
居
五

一
八
二
ノ
一
＝
植
物
園
内
展
示

館
前
集
合
☎
０
５
６
１
（
�
）

１
５
５
１
。
花
や
虫
、
鳥
な
ど

を
観
察
し
な
が
ら
の
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
。
一
般
対
象
。
当
日
受
け

付
け
、
雨
天
決
行
。
無
料
（
た

だ
し
、
植
物
園
入
園
料
と
し
て

大
人
一
人
二
百
十
円
要
）

　
◇
移
動
児
童
館
　
ｉ
ｎ
　
志

段
味
地
区

　
�
日
（
水
）
前
�
・
�
―
�

・
�
、
志
段
味
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン

ド
。
※
問
い
合
わ
せ
は
守
山
児

童
館
☎
０
５
２
（
７
９
６
）
１

５
０
１
へ
。
楽
し
く
体
を
動
か

す
ミ
ニ
リ
ト
ミ
ッ
ク
の
ほ
か
、

育
児
・
健
康
相
談
、
身
体
測
定

も
。
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
対

象
。
無
料

　
◇
お
も
ち
ゃ
病
院

　
�
日
（
土
）
前
�
―
後
２
・

�
、
守
山
区
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
５
２
（
７
５
８
）
２
０
１

１
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
ど
ん
ぐ
り
」
の
皆
さ
ん
に
よ

る
壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
の
修
理
。

一
般
対
象
、
小
さ
な
キ
ッ
ズ
ス

ペ
ー
ス
と
お
も
ち
ゃ
あ
り
。
無

料
（
材
料
代
の
み
実
費
）

　
◇
歴
史
の
里
し
だ
み
古
墳
群

ワ
ク
わ
く
お
は
な
し
・
工
作
会

　
�
日
（
土
）
前
�
・
�
―
�

・
�
、
守
山
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
☎
０
５
２
（
７
９
１
）
７
１

６
１
。
古
墳
に
つ
い
て
楽
し
く

学
べ
る
紙
芝
居
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映

な
ど
と
工
作
。
し
だ
み
こ
ち
ゃ

ん
、
埴
輪
氏
武
も
登
場
。
幼
児

・
小
学
生
対
象
。
無
料

　
◇
悪
質
商
法
撃
退
落
語

　
�
日
（
土
）
後
１
・
�
―

３
、
守
山
福
祉
会
館
☎
０
５
２

（
７
９
３
）
６
３
３
０
。
微
笑

亭
さ
ん
太
さ
ん
が
講
師
に
な

り
、
落
語
で
呼
び
掛
け
。
市
内

在
住
、
六
十
歳
以
上
の
人
対

象
。
当
日
自
由
参
加
、
初
め
て

同
会
館
を
利
用
す
る
場
合
は
手

続
き
（
利
用
証
の
交
付
）
要
。

無
料

　
◇
ふ
し
ぎ
宵
ば
な
し

　
３
月
２
日
（
土
）
後
５
―
６

・
�
、
守
山
図
書
館
☎
０
５
２

（
７
９
３
）
６
２
８
８
。
あ
い

ち
妖
怪
保
存
会
代
表
の
島
田
尚

幸
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
名
古

屋
の
妖
怪
物
語
の
朗
読
な
ど
を

楽
し
む
催
し
。
小
学
生
以
上
対

象
、
先
着
三
十
人
。
※
申
し
込

み
は
２
月
�
日
（
水
）
前
�
・

�
―
、
同
館
窓
口
ま
た
は
電
話

で
受
け
付
け
。
無
料

〔２〕２０１９年（平成３１年）２月９日（土曜日）

                     

                                                                                    

                                                                                    


